
同じ旋律で日本語歌詞による歌唱と

英語歌詞による歌唱の リズム表現の違い
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l.は じめに

音楽的なリズムについて,大 串
1)は
,モ ーツァル

トのピアノソナタK.331の 第 1楽章テーマ部分の

演奏を使って付点 8分音符の知覚について調べた。

日本人と欧州のピアニストでその演奏を比べたとき,

付点 8分音符と16分音符のリズム (「Dの 取 り方

に違いがあり, 日本人は付点 8分音符と16分音符を

甘く,す なわち音価比を小さく,西 洋人は鋭く,す

なわち比を大きくとる傾向があることを指摘してい

る。

また,森 下
2)も
佐渡の鬼太鼓の演奏において,地

元民の演奏とアメリカ日系四世の奏者の比較におい

て,地 元民より日系奏者の方が付点リズムの音価比

を大きくとる傾向があると報告している。

英語のリズムについて,Hande13)は ,① 音声に

も音の大きさ,長 さ,高 さがあり,あ る音が他の音

と異なることで,そ の音はより明瞭に知覚される。

②強勢が置かれた音 (強拍)と強勢の置かれていな
い音 (弱拍)との配列が,英語音声のリズムの基本

をなしている。③英語のリズムは強勢の時間的近接

を嫌い,強 勢の入れ替わりを生じさせる場合がある。

④英文を読み上げたり話したりする際に,強 勢がほ

ぼ等しい間隔をなすことを意識して発音すると,通

じやすい発音がえられる。英語のリズムが音楽に関

連付けられる例として,Zwerin4)が書いた,〈ジャ

ズワルツを演奏していたClark Terryが,拍 の遅れ

ていた ドラム奏者に 「こう思 うんだ。 “Who

par k e d  t h e  c a r ?」と言つたことでウィンナワルツ

のような3拍子を演奏することができた。〉という

記事について,末 富 ・中島
5)が
分析を行つた結果,
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“
Who'と

“
park―
"と “
car"に 強勢があるため

発音するときは,そ れらの強勢が等間隔になるよう

試み るが, “ ed"や
“
the"が あるた めに,

“
Who"か ら “park―

" ま
での時間間隔 よりも

“
park―
"か
ら
“
car"ま での時間間隔の方が長 くな

り, 3つ の強拍を 1小 節におさめようとした 3拍 子

は, 2拍 目がやや長い 3拍 子になり自然にワルツの

感 じが生まれた。Clark Terryの指示は英語の リズ

ムの性質を巧みに生かしたものだったといえると述

べている。

藤崎 ・杉藤
6)は 日本語の リズムについて,「坂

(/さか/)」と発音するとき,/さ /と/か/の間を隔

てて発音すると,「作家 (/さっか/)」となり,同 じ

意味をもたなくなる。日本語では母音や子音の持続

時間を延長することなどにより,新 たな音素が加え

られたのと同様に意味の違いが生ずる場合があるこ

とを示 している。

POrt,Dalby, &0'Del17), Han8), 」 、泉
9)は
,

日本語においては,要 素がほぼ等 しい間隔で並ぶこ

とが重要であり,そ の時間単位をモーラと呼んだ。

日本語の リズムは,モ ーラ基準の リズムであり,強

勢基準の リズムである英語の場合とは リズムが異な

ることを示唆 している。

上記の先行研究と,外 国の民謡に日本語の歌詞を

つけた曲 (「蛍の光」など)を 英語詞の同曲と聞き

比べてみると,同 じリズムのはずである。 しか し,

違いがあるように聞こえることから, この原因は何

に由来するのか明らかにするため,以 下の実験を行

うことにした6

2.測 定方法

英語学習用教材 「JAZZ CHANTS」 ,「 CIIILD

REN'S JAZZ CHANTS」 CarOlyn GrahamP)著 よ
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り日本でも歌われている曲
。'1のと一致するものを

選んだ。なお,こ の教材は CDが ついており,分 析

した音源も教材に添付されているものである。 日本

語で歌われた山の音源は NIH Kみ んなの歌
1°
として

収録されたものである。

それらCDに 収録されている歌を Cyc l e  o f  5 t h

社の Sou n d  E n g i n e  F r e eを用い長さ (10 1 )を計

測 した。それらの実データはグラフで表 し,特 に付

Table l 測定の対象とした曲
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Fig l.分析に使用 した楽曲

Table lの 楽譜を Fig。1に 示す。なお,曲 中の各音符に示された数字は Fig.2以 降のグラフの番号に対

応する。
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A・蛍 の 光 B. I wish I had a crocodile

C. The red umbrella
D.雪 山賛歌 E. Cucamonga, California
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C) I wish l had a crocodile
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点の表現がどう違うのか検討した。
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3.測 定結果

Fig.2「 蛍の光」 (楽曲 A,B and C)の 測定結果

Fig.2の 「蛍の光」において, 日本語の歌詞で歌

われる楽曲Aと 英語の歌詞で歌われる楽曲B, Cの

違いは一目瞭然である。付点音符」♪の♪に相当す

るのは,歌 詞 「ほたる」の 「る (図中番号 3)」 と

「ひか―り」の 「― (図中番号 7)」 である。これ

らの音符の音価がほぼ同じであることから,相 対的

に長音符」がBと Cで 長めに演奏されているのがわ

かる。音価比に換算すると 「る」を 1と した場合,

楽曲Aが 3.16,楽曲Bが 4.20,楽曲Cが 3.71であっ

た。楽曲Aの 比は楽譜に示された」♪の理論値 3に

近い。楽曲B,Cで は楽曲Aよ り音価比が大きく,

すなわちリズムが 「鋭く」聴こえるよう表現されて

いることがわかる。 このことは 「ひか―り」の 「か―」
の部分でも同様で,「―」を 1と した場合,楽 曲A

が2.80,楽曲Bが 4.34,楽曲Cが 3.00で同様な傾向
が現れた。ただ,楽 曲Cは むしろ理論値に近く,楽

曲Aは さらに音価比が小さい,す なわち 「甘く」リ
ズムが表現されている。これは後述するモーラ構造

と関係があると考えられる。

また,付 点音符でないところ, 1小節目4拍 目お

よび2小節目1拍 目でも特徴的な様相が現れた。こ

の部分は楽譜上等拍」で演奏される。この部分では
英語で歌われる楽曲B,Cで 1小節目4拍 目が長 く

2小節目1拍 目では短 くなつているが日本語で歌わ

れる楽曲Aで は 1小節目4拍 目が短 く2小節目1拍

― Dl雪山賛歌
‐‐D‐ E)Cucamonga,california
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Fig。3「雪山賛歌」(楽曲 D and E)の測定結果

目が長くなつている。単語の切れ日はどの曲も同じ

なので言語構造と関連していると考えられる。

Fig.3の 「雪山賛歌」でも 「蛍の光」と同様の分

析を行ってみた。この曲では」♪のリズムに相当す
るのは 「おれ (図中番号16- 1 7 )」,「まち (図中番号

202 1 )」,「すめ (図中番号24- 2 5 )」,「から (図中番

号28- 2 9 )」の 4カ 所である。なお,「すめない」の

「ない (図中番号26-27)」は楽曲Dが 等拍」」で演

奏されているのに対 し,楽 曲Eで は」♪と異なつた

リズムで演奏いると思われるため分析から除外した。

音価比は後の短い音をそれぞれ 1と した場合,「お

れ (図中番号16-17)」では楽曲Dが 1.92楽曲Eが

1.69,「まち (図中番号20-21)」では楽曲Dが 1.44

楽曲Eが 1.79,「すめ (図中番号24-25)」では楽曲

Dが 2.08楽曲Eが 1.86,「から (図中番号2829)」

では楽曲Dが 1.27楽曲Eが 2.63であった。

結果からみると日英の歌詞による差はないように

思われるが,そ うでもなかった。英語の歌詞の場合

」♪の♪に定冠詞がつけられている場合は長く,そ
うでない場合はやはり日本語の歌詞の曲より短く歌
われる傾向が見られた。

4.考 察 とまとめ

実際に 1音ずつを測定 してみると, 日本語は 1音

に一文字または 2音 にまたがって一文字があてられ

２９

・
つ

２８
か

‐６
お

11劃 2た」.3る ♪ %引  5d 6か J。 7_♪  8り」
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ているためある程度長さが安定 しているため区切 り

やすかつた。しかし,英 語は 1音に対し1単語であつ

たり,単 語の一部であつたりするため,長 さが不安

定であつたため,区 切 りをつけづらかった。

全体的に見て,基 準の リズムより長いところは長

く,短 いところは短い鋭いリズムになることが多かっ

たのは,英 語の方だつた。

また, 日本語では音を省略することが英語より多

くみられ,歌 詞にあわせて旋律を単純化する傾向が

ある。

以上に挙げた結果と,楽 譜に書かれている歌詞か

ら, 日本語は1音の長さが安定 してお り,平 坦な リ

ズムになることが多 く,英 語は 1音 の長さが不安定

で,鋭 い リズムになることが多いといえる。

その原因として考えられることは,言 語構造がモー

ラかシラブルの違いにあるのではないかと考えられ

る。

日本語はモーラ構造であるため,「 ぁ」 「い」 「う」

「ぇ」 「ぉ」 「ゃ」 「ゆ」 「よ」といつた小さい仮

名 (「つ」を除く)以 外のすべての仮名が基本的に

同じ長さで発音される。

それに比べ,英 語はシラブル構造である。シラブ

ルとは, 1個 の母音を音節主音 (syllabic)とし,

その母音単独で,あ るいはその母音の前後に 1個 ま

たは複数個の子音を伴つて構成する音声群で,音 声

の聞こえの一種のまとまりを言う。

シラブルの構成は,一 般に,
・母音 ・子音+母 音
・母音+子 音   。 子音十母音+子 音

のような母音を中心としたまとまり.である。なお ,

1音節を構成する子音は母音の前後にそれぞれ複数

個存在 してもよいが, 1シ ラブル内に多重母音はあ

りえても,音 節主音が複数個存在することはない。

つまり日本語の 1モ ーラの長さというものには個

人差はあっても概ね決まつているのに対 し,英 語の

1シ ラブルに決まつた長さはない, ということにな

る。

日本人である我々において, 日本語は 1音ずつが

区切 りやす く英語は区切 りにくく感 じたのは, シラ

ブル構造でできている英語詞を母国語のモーラ構造

の感覚で区切ろうとしたためだと思われる。

また,歌 詞を見てみると, 日本語は 1音 に 1モ ー

ラの,英 語は 1音 に 1シ ラブルの歌詞がつけられて

いる。そのため, 日本語は歌詞の意味が変わって し

まわないように長さが均等になるように歌われ,英

語はシラブルの長さに合わせて音の長さを調節 して

歌っていると考えられる。このことは先述の 「蛍の

光」の 「ひか―り」の 「か―」の音価比が,楽 曲A

が2.80,楽 曲Bが 4.34,楽 曲Cが 3.00と なつた現象

で説明できる。楽曲Cは 英語の歌詞であるがこの部

分の歌詞は crO― co― dileと なつていて, 」♪につ

けられる cro― coの 歌詞が子音 +母 音という日本

語の構造に似ているためではないかと思われる。反

対に楽曲Bは un― brel―一 ―laで 我々日本人では

少々歌いづらい歌詞となつており,そ のために4.34

という 「鋭い」 リズムになつたものと考えられる。

先述の大串や森下の研究で同じ楽曲を演奏 したと

き,欧 米系の人の方が 「鋭い」 リズムを演奏するの

は,や はり言語に影響された歌唱の リズムが,器 楽

演奏にも影響を及ぼ している可能性が高いと考えら

れる。

最後に,今 回の測定では,CDに 録音されたデー

タを使ったため,音 楽経験が一般よりある人の歌唱

データの可能性が高い。その音楽的経験によつて欧

米風の リズムの取 り方が出来るように訓練された日

本人の歌唱である可能性も考えられる。そのため,

今回使用 した曲を日本人と英語を母国語とする人の

両方に実際に歌つてもらい,そ のデータを計測する

ことができたら, よ り純粋な言葉の リズムによる旋

律への影響を考えることができたのではないかと思

われる。

この論文は浅井泰子の卒業研究を発展させ書かれ

たものである。

また, この研究は日本学術振興会科学研究補助金

(課題番号 :17530647)を 受けた。
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